
2022年11月18日 餌のプランクトン減少がカタクチイワシの再生産に悪影響

2023年11月1日 海草・海藻藻場のCO2貯留量算定に向けたガイドブックの公開について

2023年11月24日 マガキ養殖海域の温暖化・酸性化の詳細な観測・予測に成功

2024年1月15日 日本沿岸域の酸性化進行状況に関するモニタリング結果を公表

水産研究・教育機構における気候変動に関わる研究成果
（プレスリリースのご紹介）

https://www.fra.go.jp/home/kenkyushokai/press/index.html
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図2. 動物プランクトン(カイアシ類)8種の現存量の経年変化
(上：2001～2019年5～7月)およびカイアシ類全現存量に占
めるグループ１現存量の割合の経年変化(下）.
上図：クラスター分析から、最近年(2010年以降)に減少して
いるグループ１(1～4)と増加しているグループ2(5～8)に区
別されました(低:青→白→赤:高)；下図：カイアシ類全現存量
はほとんど変わりませんでしたが、グループ１（低水温性；
補足図１)の現存量の推定割合が48％(2001年）から13％
(2019年)に減少したため種組成が大きく変化していたことが
判りました
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図1：海洋酸性化の指標であるアラゴナイト飽和度(Ωarag)の連続観測の結果
（左が日生、右が志津川）

各観測点でのΩarag を異なる色で、海洋酸性化がマガキに影響を及ぼす可能性
のある水準（Ωarag < 1.5）を赤色領域で、日降水量を黒棒グラフで示す。

図2：現在（黒実線）と2090 年代（RCP2.6 シナリオ：青破線、RCP 8.5 シナリオ：茶
点線）のΩaragの数値シミュレーションの結果（左が日生、右が志津川）

海洋酸性化がマガキに影響を及ぼす可能性のある水準（Ωarag < 1.5）を赤色領域、
現在の産卵期を灰色領域、2090 年代の産卵終了時期及び開始時期を縦線
（RCP 2.6 シナリオ：青破線、RCP 8.5 シナリオ：茶点線）で示す。志津川ではRCP
8.5 シナリオによる2090 年代の産卵開始時期を予測できなかった。これは水温
が年間を通じて10℃を下回らないと予測され、本研究で採用した産卵開始時期
の見積もり指標を適用できなかったためである。
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研究成果の詳細については、機構ＨＰをご参照ください
https://www.fra.go.jp/home/kenkyushokai/press/index.html

・餌のプランクトン減少がカタクチイワシの再生産に悪影響
https://www.fra.go.jp/home/kenkyushokai/press/pr2022/20221118.html

・海草・海藻藻場のCO2貯留量算定に向けたガイドブックの公開について
https://www.fra.go.jp/home/kenkyushokai/press/pr2023/20231101_kaisou.html

・マガキ養殖海域の温暖化・酸性化の詳細な観測・予測に成功
https://www.fra.go.jp/home/kenkyushokai/press/pr2023/fri_20231124_magaki.html

・日本沿岸域の酸性化進行状況に関するモニタリング結果を公表
https://www.fra.go.jp/home/kenkyushokai/press/pr2023/fri_20240115_acidification.html
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